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令和６年度第５回袖ケ浦市社会教育委員会議 

 

１ 開催日時  令和７年１月３１日 午後２時５５分開会 

 

２ 開催場所  平岡交流センター２階会議室 

 

３ 出席委員 

委 員 平川 真 委 員 田中 雪夫 

委 員 木村 育子 委 員 佐久間 正博 

委 員 木曽野 真紀 委 員 小泉 康 

委 員 佐々木 眞由美 委 員 西田 隆司 

委 員 岡田 康 委 員 松井 恭子 

委 員 畠山 真一 

  

４ 欠席委員 

委 員 二宮 義文 委 員 稲垣 昭彦 

委 員 在原 潤 委 員 中山 正紀 

 

５ 出席職員 

教育長 鴇田 道雄 生涯学習課長 重田 克己 

スポーツ振興課長 大久保 治彦 市民会館長 島田 宏之 

郷土博物館長 西原 崇浩 中央図書館長 塩谷 利之 

生涯学習課 
社会教育班長 

君塚 和枝 
生涯学習課 
主 任 主 事 

川俣 雄平 

 

６ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 

 

７ 議題 

（１） 市民三学大学講座の在り方について 

 

８ 報告・連絡 

（１）令和６年袖ケ浦市生涯学習特別奨励賞及び生涯学習奨励賞について 

（２）令和７年度社会教育委員の年間活動計画（案）について 

（３）令和６年度君津地方社会教育推進大会の結果報告について 

 （４）各種事業の実施結果について 

・令和７年袖ケ浦市二十歳を祝う会 

    ・２０２５袖ケ浦市新春マラソン大会 

（５）今後の事業の実施予定について 
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  ・第２９回ふれあいフェスティバル 

・ウォーキングフェスタ２０２５ ｉｎ 袖ケ浦 

・図書館からのお知らせ 

・郷土博物館からのお知らせ 

 

９ その他 

 

１０ 議事 

議題（１）市民三学大学講座の在り方について 

   【資料１ページから３７ページを説明】 ・・・・・・・事務局君塚 
 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

小 泉 委 員 : シニアの活動が少なくなっている袖ケ浦の社会教育が、形の上

で衰退していくことを危惧している。社会教育のバックボーン

である三学大学を年２回の講演だけではなく、一歩進めた形で

何かしなくてはと思い提案した。 

できるだけ行政に手間をかけないで欲しいが、色々な部課に協

力を求めて袖ケ浦に対する理解を深めてやれれば良いかと思

う。皆さんの意見にあった講座をしっかりやれば良いとか、多

くの人が集まる工夫をすれば良いなどあるが、具体的にどう対

応するのか。口で言うのは簡単だがどれも難しい事ばかりと感

じた。 

青少年は学校教育があり、人も予算も充実しているので、教育

委員に任せて、社会教育委員は、むしろ成年、高齢者の教育を

目指していかなくてはと考えている。高齢者寄りの考えになっ

てしまうが、何かしなくてはと思っている。 

田中委員長 : 皆さんから一言ずつご意見をお願いしたい。 

平 川 委 員 : 案に関しては卒業という言葉が生涯学習の目的から言うと違

和感がある。むしろ、それをきっかけとして広めていく事につ

いて考えさせられた。他市関係者より三学大学の高評価意見を

もらう事がある。三学大学の充実、より参加者が増える手立て

を考えること、青少年健全育成推進大会、生涯学習推進大会で

三学大学の意義をパンフレットに入れて意識させていく。また

サークル活動の機会を使って、無理のない範囲で進めてもらえ

ばと思う。 

松 井 委 員 : 学ぶことは大事である。学ぶだけでなく、人が喜びを感じるの

は、誰かの役に立っていることにやりがい、生きがいを感じる

ものではないか。シニアに特化するのではなく、全世代型の学

びの場を作ることが三学の精神に則っていくと思う。 

市役所南庁舎の市民フロアも完成し、市民の活動を支援するス

ペースと聞いている。うまく利用して生涯学習課でも何かを考
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えられていると思うが、全世代が交流しながら学べて何か生み

出せるような取組が出来れば良いと思う 

畠 山 委 員 : 個人的にスポーツ関係に目が行く。小泉委員の試案にあるウォ

ーキングは身体の基本である。年を取ると骨が弱くなり、関節

が痛み、老化が進んでいくケースがある。正しい歩き方は大事、

ウォーキングを中心とした活動を何かできないか進めていけ

ればと思う。 

木 村 委 員 : 小泉委員の考えはよくわかるが、三学大学にプラスするという

のは気持ちが揺らぐ。三学には特性がある。プラチナコースの

狙いは良いと思うが、三学大学の中に作るのは反対である。 

これからプラチナコース的なものを作って活かしていきたい。

今の三学大学はスポーツ、文化、それぞれの分野から例を考え

て講師を選定しているので大切にしていきたい。 

西 田 委 員 : 三学については現状成果を挙げてきていると思う。このまま進

めて行く形で良いと思う。社会教育について考えると世代間を

埋めていく必要があると思う。地域の高齢化と共に消滅してい

くサークルもある。現状は減る一方で、高齢者にある程度配慮

は必要と考える。自身の地域ではボッチャやグランドゴルフ等

を行っていて、参加を促すと体を動かすことは健康に良いと皆

さん自覚しているので意外に集まる。そこで絶対来ない、ひき

こもる人が更に免許返納すると、３～６か月後には施設入所さ

れていく図式が出来ている。極力、引きこもらないよう活動に

参加させるようシニアクラブリーダーにはお願いしているが、

興味のない人は確実にいる。小泉委員がそういった方にも機会

をみつける発想があると思うが、運営者としては現実的には難

しいと感じている。 

岡 田 委 員 : 小泉委員の提案は素晴らしいと思う。自身は７０才を過ぎてい

るが、ガウランドなど利用して自ら動くことを意識している。

あとはどういう働きかけをするのか。各々やれることをしたら

良いと思う。 

木曽野委員 : プラチナコースの対象をシニア向けにしているので、子育て世

代としては響かない。普段から公民館に関わっている人は来そ

うだが、果たして新たな参加者があるのだろうかと思った。 

来る人は元気でサークル活動してキラキラしている人だと思

う。サークル活動は先細りを感じる。自身の子供時代に地元で、

３０代から４０～５０代で子育てが落ち着いた方が、時間を繰

り合わせて夜間にサークル活動を行っていたイメージある。 

そういう世代を取り込むことを考えた方が良い。サークルは自

主的な活動だと思っているので、プラチナコースのサークルに

入りましょうという形だと馴染まない。 

公民館での講座一覧など広報やＨＰで詳しく掲載されるとイ
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メージし易くなる。参加する人が増えるのではないか。 

交流する場としての交流センター、居場所を充実させたい。 

そこから交流が始まるような形が良いと思う。 

佐久間委員 : 資料に書かれている元吉堀市長からの文書が三学のきっかけ

だと思うが、昭和５０年代の話で、４０年が経過して時代は変

わっている。当時は講座に参加し、学んで情報を得たかったと

思う。今は、ネットニュースやＴＶで何もしなくても色々な情

報が耳に飛び込んでくる。自ら学んで情報を得ようとする感覚

は少なくなっている。市の事業として４０年前やっていた手法

で進めていくのは方向性が間違っていると思う。 

プラチナコース(案)は、人数少なくても良いとの事なので、ご

自身でサークルを作ったらどうか。 

年２回の三学大学を充実していくことが大事だと思う。袖ケ浦

は教育の街であることを前面に押し出して良いと思う。それに

よって袖ケ浦で行う三学はすごいという印象とリンクしてい

くと思う。４０年間実績があり、学びを継続しているとなれば

説得力もあると思う。 

わんぱくクエストで参加者が数々の経験をしたことは、大人に

なって自分の支えになる。このような事業に、子どもにお金に

かけられない市は何もない。子育て世代であるので強く感じ

る。 

佐々木委員 : プラチナコース(案)の２０～３０名は袖ケ浦市の規模からす

ると非常に少ない対象だと思う。カルチャーセンターは興味あ

るものに参加するが、市民大学の中にある講座に参加して意識

を高く持つという器を今から作るとなると三学のあり方から

ずれると思う。 

指針にあるウォーキングも含めた声を出して挨拶することは

推奨すべきと思う。そのためにハイキングコースを整備すると

か、市民の創意として分け合えれば良い。皆の意識が醸成され

て方法を探っていくのが良いと思う。それが三学と関係がある

かはわからない。「三学の想い」を市民の目にたくさん触れる

ようにすれば良いと思う。 

田中委員長 : 小泉委員の提案は素晴らしいと思う。自身が諸活動で多忙につ

き、あまり力にならなく心苦しい状況である。委員の方々の意

見を集約していただき、今後に繋げて頂ければと思う。 

鴇田教育長 : 三学について勉強会があり、新しい提案があり、非常に大事な

ことと捉えている。時代が変化している中、形だけ守り、立ち

上げた時の魂が抜けていることが多くある。いつの時代でも起

こり得るが、それに対しては改革、変革、見直しを図っていく

べきと思う。時代が変われば、人の興味・関心は変化していく

もの。それに合わせて対応していくべきだと思う。 
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三学も皆さんの意見で変えていくのも良いと思う。大切なこと

は立ち上げ時の魂だけはきちんと残していきたい。 

学校教育とは、すべての子どもに最低限必要な技能、知識を与

えていく場と思っている。子ども達にいかに興味・関心を沸か

せ、計画的に教育していく事と思う。社会教育は全く違うもの。

学校教育を経た上に立つ訳で一人一人の興味関心も、学びたい

方向性も違う。そこには主体性、独自性が発揮されなければい

けない。 

三学大学の言葉の概念に共感する。ここに大学と言う名が入っ

たために学校教育とオーバーラップしている。精神は三学なの

に、大学と付いたため講座生となる。大学とはそういうイメー

ジ。社会教育の分野において主体的に行くべきところ、上から

形をはめて講座生とやってしまうと社会教育の範疇でなくな

る。社会教育、生涯学習の理念で三学を見直して行くべきだと

思う。 

子どもも大人も本物に触れることは大事だと思う。本物に触れ

る機会をいかに子どもや市民に提供できる場を作るか。 

演劇やオーケストラ、人の話も本人から聞くことは本で読むの

とは全く違う感動がある。三学では、なかなかお会いすること

のできない方の話を生で聞けることで心を動かされ、興味・関

心を持ったりするものだと思う。６万人の町で著名人を呼んで

目の前で息遣いを感じ、話を聞いたことで自分の人生を変えて

いくことさえある。そういう場所を提供してきた三学大学講座

である。形は変えてもいいと思うが、無くしては欲しくないと

考えている。 

小 泉 委 員 : 確認したい。三学大学の精神は郷土愛を育てること。「幼壮老」

の幼は学校教育、壮は社会に出て学ぶ、老がまさにシニアに該

当する。郷土と全世代での学習で、一番なくなるのが老だと思

う。それをなんとかしたい。 

鴇田教育長 : 三学大学の初期の目的は時代とともに変えても良いと思う。 

佐々木委員  リタイヤした後の世代が彷徨っているという感じを心配して

いるということか。 

小 泉 委 員  定年して、第二の人生と喜んでいたところ、そういうのもなく

なっている。 

鴇田教育長  世代別で考えると高齢者講座の充実を図れば事足りるかと思

う。三学となると全市民を対象として世代問わず主体的に入っ

てきて欲しい。 

田中委員長  今の意見を検討して頂いて、次に繋げていただきたい。 
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報告・連絡（１）令和６年袖ケ浦市生涯学習特別奨励賞及び生涯学習奨励賞について 

【資料３８～４２ページを説明】・・・・・・・・事務局川俣 
 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

佐々木委員 : 表彰者の所属団体、学校名が統一されていない。併記したらど

うか。 

事務局川俣 : 団体クラブチームからの推薦、学校からの推薦によって記載の

内容が異なってくる。これは推薦元によるものである。 

佐々木委員 : 個人の部の表記で同じチームで表彰の対象者も多く、省略する

必要はないが、他とのバランスを見ると何かいい表記法はない

ものか。 

事務局川俣 : 市内の団体であれば団体の部で表記するがメンバーが市外在

住のケースもある。市外の団体になると他市在住者と混成して

いるため、市内の子のみ対象として表彰すると個人の部でこの

ような表記となる。 

田中委員長 : 大会当日参加される方はよろしくお願いしたい。 

 

 

報告・連絡（２）令和７年度社会教育委員の年間活動計画（案）について 

【資料４３ページを説明】・・・・・・・・事務局君塚 
 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

畠 山 委 員 : 定例会は毎回金曜だが、特別な理由があるのか。 

事務局君塚 : 教育委員会の会議が水曜に行われている等の兼ね合いもあり、

比較的、金曜がやり易いということで設定している。 

 

 

報告・連絡（３）令和６年度君津地方社会教育推進大会の結果報告について   

事務局君塚 : １月１６日に開催され、当日は４市から１５０名ほど参加され

た。 

児童養護施設長・君津市社会教育委員の講演会があり、地域で

子どもを育てる、当たり前の生活を送らせてあげたい考えのも

と、子どもや社会に対するメッセージ性の強い講演だった。 

佐々木委員 : その児童養護施設を開所当時に見に行く機会があった。戸建て

の家で、１軒に６人位が生活しており、それを支援している。

同級生などが自然と遊びに来て、児童養護施設に対する偏見的

な見方もなく、とても落ち着いた感じであった。その施設長の

講話ということで、期待して参加した。 

子どもや親のことが良く見えている一方で、ハード面の素敵さ

よりも、それを上回るソフト面のやさしさもあり、厳しくもあ

り、冷静さを持ち合わせた方で子どもを思う気持ちがとても熱
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い方で、心温まる話を聞かせていただいた。 

 

 

報告・連絡（４）各種事業の実施結果について 

・令和７年袖ケ浦市二十歳を祝う会    

【資料４４～４７ページを説明】・・・・島田市民会館長 
 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

佐久間委員 : 長浦・蔵波地区に参加した。仲間との久しぶりの再会を楽しん

でいた。午前の参加者がたくさん残っていた。午後はとても落

ち着いていて、それぞれの将来に向け頑張る等を話していた。

とても温かい雰囲気の式典だった。 

佐々木委員 : 昭和地区に参加した。ホワイエ辺りで話し込んでいる様子がう

かがえた。式典時間になっても未着席があった。着席時刻の周

知を見える化した方が良いと思った。久しぶりの再会で話した

いと思うので、フリースペースなど場所の提供があると良かっ

たと思う。 

松 井 委 員 : 根形地区に参加した。青少年相談員の皆さんが事前準備に携わ

っていてくれたことのアナウンスが出来ていなかった。 

 

・２０２５袖ケ浦市新春マラソン大会  

【資料４８ページを説明】・・・大久保スポーツ振興課長 

 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

小 泉 委 員 : 年配の方も割と参加していた。増えてきたと思う。 

 

 

報告・連絡（５）今後の事業の実施予定について 

・第２９回ふれあいフェスティバル【資料４９～５０ページを説明】 

事務局君塚 : 青少年相談員が主催で、実行委員を中心に準備を進めている。

１月３１日現在で２２５人６８チームの申込みがある。保護者

参加も可能というのが、子どものみ参加のイベントより申込み

の反応が良いと感じている。 

昨年は２３７人の参加があった。まだ半月あるので、申込人数

の少ない学校などに周知を図り、目標の３００人を目指してい

きたいと考えている。 

 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

 : （質疑なし） 

 

 



- 8 - 

・ウォーキングフェスタ２０２５in袖ケ浦【資料５１～５２ページを説明】 

・・・・・大久保スポーツ振興課長 

 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

木曽野委員 : 以前は市内の色々なコースにしていたと思うが、ここ数年ドイ

ツ村での開催には理由があるのか。 

大久保スポーツ振興課長 : 必ず課題となっているのが、駐車場とトイレの問題で、それを

解決できる場所がドイツ村であるため、選定している状況であ

る。 

今後もドイツ村に確定ではなく、毎年検討していきたい。 

小 泉 委 員 : 同じコースでなく、２つか３つくらいのコースを検討して頂き

たい。 

大久保スポーツ振興課長 : 次回の検討材料としたい。 

 

・図書館からのお知らせ【資料５３ページを説明】・・・・・塩谷中央図書館長 

 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

 : （質疑なし） 

 

・郷土博物館からのお知らせ 

西原郷土博物館長 : 令和６年４月に来館者が１００万人に達成し、７年３月２１日

に記念植樹を予定している。 

 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

 : （質疑なし） 

 

 

１１ その他 

木 村 委 員 : 袖ケ浦市音楽協会より２月１６日に第１１３回袖ケ浦市音楽

協会定期演奏会が開催されるので、ぜひご来場いただきたい。 

重田生涯学習課長 : ２月１日に山野貝塚講演会を開催する。職員から山野貝塚の発掘

調査の報告をはじめ、講演会を予定している。ご興味のある方は

ぜひご来場いただきたい。 

 

午後５時００分閉会 
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議題（１）市民三学大学講座の在り方について 

 

６年度は、市民三学大学講座の在り方について、７月と１０月の２

回、勉強会を行いました。 

７月の勉強会の議事録は、２ページからの【資料１】になります。 

また、７月の勉強会で委員から出た質問等の回答を１０ページの【資

料２】にまとめました。 

１０月の勉強会の議事録は、１８ページからの【資料３】になりま

す。 

そして、１２月２日に小泉委員から、３１ページからの【資料４】「袖

ケ浦市社会教育活性化試案」の提出がありました。 

１２月の会議時には、勉強会の開催がありませんでしたので、これらの

内容を踏まえ、小泉委員の提案についてのご意見及び、他の社会教育事

業についても、改善したほうがよいなどのご意見を皆様に提出していた

だきました。 

１２月２７日には、小泉委員から追加の意見提出がありました。３３

ページの【資料５】になります。 

３４ページからの【資料６】には、１月２３日１４時までに提出のあ

った皆様からの意見がまとめてあります。 

本日の会議では、これらの内容を議題として話し合い、６年度のまと

めとしたいと考えています。 

皆様の率直なご意見をお願いいたします。 

 

 



































































【資料６】 

                  

社会教育事業に関するご意見について（社会教育委員提出分） 

２.今回の小泉委員の提案（別紙）についてご意見をお書きください。 

〇試案１ 方針について 

 ・できるだけ、既存のものを使い負担を少なくする。 

 ・三学大学講演会は、今まで通りとする。 の２点については賛成です。 

 意見：年をとっても元気を出して自分の目指す活動に進めば、錆びずに輝き続けるであろ

う。既存の活動を基に地域住民による人づくり、つながりづくり、地域づくりを大切

にし、学習活動支援を果たしていくことが基本理念になります。よって、協働のまち

づくりの全体像をつかまなくてはいけないと思います。 

    方針の１年間の単位取得やその他について、各種団体の理解を図ること等、全て生涯

学習課にお任せすることはできませんし、実施は大変な困難、ハードルが想定されま

す。 

 

〇三学大学は予算の関係もありますので、年２回の実施で十分だと思います。 

 各種事業の設置については、新たに増やすのではなく、現在活動しているサークルや教室に 

参加しやすい方法を考えることを優先すべきだと思います。たとえば、外出しやすい環境を 

整備することで、外出による健康増進を目指すために運行しているチョイソコガウラをさら 

に利用しやすくする等 

 

〇高齢者が心身ともに健やかに過ごすことは望むところです。  

なぜ高齢者のサークル活動、ボランティアが縮小 解散していくのか？と考えると機会が少

ないことではなく意欲があがらないのではないかと思います。 小泉委員のいうプラチナコー

スのような盛りだくさんのカリキュラムにどのような人々が参加したいか？それは高齢者に

限ることではないようにおもえます。 提案を見てみるとこのような市民大学的カリキュラム

に興味を示す方はいるとおもいますが、行政に新規事業としてお願いするのか、自主運営が

主体となるのか。自主運営となると続けるには大きなエネルギーがいるでしょう。  

今ある各公民館の事業について、年度当初に一覧できる表が作られるとありがたいです。(そ

の表題で参加意欲を掻き立てることが大事ですが)それを元に各自が必要な講座 教室に参加

できるようになる。 受動的になるか更に発展させていくかは参加者同士の力で。行政は協力

していただきたいです。 社会教育委員の大きな目標は未来ある青少年の将来を支えることに

あると思うので、そのエネルギーは青少年に向けていきたいと思います。 

 

〇提案に対する考え方としては総論として賛同します。 

 試案１については実施可能な案だと思いますので、進めることはできると考えますが、学習

内容にサークル活動と並行して定例会（月２回）に参加できることの両立ができるのか疑問

に思うところです。制度設計をより具体的に示していただくと理解しやすいと思います。 

試案２については、公民館が講師を呼んで教室を開講し１年後にそれら学習修了者によりサ

ークルを形成するような案ですが、公民館職員がそのような活動運営を担うだけの業務的余



裕があるかについては疑問のあるところです。公民館側からのアイデアとして出てくれば実

現できるとは思うものの、なかなか実現化しにくい面もあると思います。 

 

〇熱意を持って三学大学の改善を考えていただいているのは理解できる。 

生涯学習課から提示していただいたこれまでの経緯がわかる資料からも、新規講座を開設す

るのは難しいと考える。 

各公民館で実施している事業について、さらに多くの人が参加できるような工夫を重ねる方

向が良いのではないか。 

そのためにも、これまで実施してきた事業の中から人気のあった講座・催しの情報を市内で

共有することや 

アンケート等で市民の要望を聞くなどして、サークルの活性化につながる試みにつなげてい

くことが望ましいと思う。 

 

○社会教育の活性化を図る試案として、プラチナコースの設置や新規教室の設置などの提案が示

された。しかし、現状において既存予算や人員の制約を踏まえ、現実的な範囲で社会教育を活

性化するには無理があると感じられた、既存の活動を有効活用しつつ、市民主体の運営を促進

する仕組みが重要です。市民や関係者等と協議を重ねて、「できること」から優先して実行して

いく段階的なアプローもが有効と思われます。 

なお、試案については、生涯学習課や公民館の職員が「過剰な業務負担」が考えられることか

らも、既存のリソースを再配置し、市民参加型の運営モデルを取り入れることが効果的であり、

また、デジタル技術の活用や外部団体との連携を推進することで、業務量を削減しつつ、社会

教育の活性化を図ることができると思われます。 

 

○大枠は理解できたので、具体的に実行可能か、どれくらいの効果を見込むかを検討しても良

いと思います。 

 

○基本的に小泉委員の提案に賛成します。まず始めることが大事だと思います。 

 

○基本的には試案 1 のプラチナコースには反対。 いきいき教室など、シニア層を対象とした連

続講座はすでにあるので、そちらの広報や内容の充実を図ってはどうか。公民館別なので受

講者も参加しやすいと思う。 プラチナコースについて、サークル活動は自発的活動であり、

市の事業としてどこかに参加を呼びかけるのは違うのではないか。 ボランティアやまちづく

りが盛り上がるのは良いことだと思うが、生涯学習課の範囲ではないので、各課横断の袖ケ

浦市体験講座とか袖ケ浦市使い倒し講座とか地域デビュー講座とか(センスないですが）新住

民や退職して何か活動したいが何から始めたらよいか分からない人のためのきっかけになる

連続講座というアイデアは良いと思う。 市民協働課あたりで各課調整して開催した方がしっ

くりくるかと。 ただ、修了したら「卒業」ではなく「袖ケ浦市デビュー」するための準備講

座という位置付けはどうか。 試案 2 の各種教室については、根形公民館で陶芸教室の修了生

でサークルを作ったという方がいたので、ノウハウは各公民館にあると思う。 

 

○提案されている内容は、「シニア世代が社会教育を享受するため、市に◯◯をやってほしい、

◯◯な場を作ってほしい。そうすれば参加する。」という考えに感じます。このような受け身



 

３.その他、社会教育事業についてご意見がありましたらお書きください。 

ではなく、シニア世代自らがが主体となって運営できる事業を考えたら良いのではと思いま

す。どのような事業ができるか、検討する場（お茶会のような会）を市側は提供し、そこで

自ら考えていただく方法とすれば、互いの負担が減らせるのでは。検討の結果、シニア世代

が経験や知識を生かして講師としても活躍できる場が生まれるのではと思います。また、シ

ニア世代は経験も知識も豊富にお持ちなので、市が行うプッシュ型の事業は、子どもたち世

代へ向けて欲しい。 

〇現在の厳しい経済事情において、労働人口の高齢化、超高齢化時代の状況を鑑み、改善、活

性化を目指すことを期待します。 

 

〇袖ケ浦に転入された新しい住民の方達が参加しやすい企画を検討する。 

 

〇袖ケ浦で行われている様々な事業は長く続けられ意義あるものだと思いますが、流れで行う

でなく今一度見直す、原点を思い起こす。そして現状に合っているか、棹さすこと必要だと

思います。 実行委員会の前にスローガンを検討したり、より良いアイデアを出し合った

り。市民に向けてどんな意義を持ってこの会を開くのかとアピールできるよう。 募集～開

催～結果報告することで次回に繋げていけるのではないでしょうか  

社会教育委員は各行事の感想を言い合って終わりでいいのかな？今回小泉委員の長きに渡る

発言で勉強会など行えたことは有意義なことだったと思います。わんぱくクエストのあり方

など新たな時間を作ることが難しいところもあるでしょうが、事前の意見調整など方法を探

って意見は募りたいものです。 

 

〇袖ケ浦市の社会教育は、義務教育世代の学校教育以外の活動に軸足を置きすぎているのでは

ないかと思います。 

生産年齢世代や高齢者に対する社会教育の幅を広げている多様なプランを試案することも今

後より一層必要とされるのではないかと思慮します。 

 

○事業ではありませんが、会議のあり方について改善は見られますが時間配分を示して効率の

良い会議として行きたいと思います。 

 

○高齢者への社会教育事業も大事であるが、今後、中学生の部活動のあり方が変わってくるの

で、この点も考慮した社会教育事業を考えていかなければならないと思います。 

 

○社会教育事業のテーマとしては、生きていく上で役に立つトピック、「おっ」と思えるもの

に反響があると感じます。今は普通に生活するだけでも辛い時代で、働く世代は年金もなく

なる可能性もあり、子どもたちはもちろん、自分自身の将来にも備える必要があります。社

会教育事業に参加して「生きがい」を感じることは素晴らしいことですが、その前に生きて

いないといけない。社会教育の入口として、生きるためのヒントとなるテーマを探れると、

参加する人も増えるのではと思います。 



 

市 P 連では、8 月に教育懇談会を開催しました。今年度の活動テーマ、「生きていくこと、暮

らしていくこと」に沿った内容とし、『知っておきたい、お金の話』として投資について私

がお話ししました。現在の高校の教育課程には、金融教育が盛り込まれています。今の子ど

もたちは資産運用について学ぶ機会があり、実践していく世代です。私たち親世代もこれに

ついて正しく知っている必要がありますよね、という内容としましたが、参加された保護者

も興味深く聞いてくれました。夏の暑い時期、休日に足を運んでいただきましたが、面白か

ったと言ってくださる方も多く、やはり参加者の満足度は内容次第だと感じました。これが

そのまま社会教育事業に当てはめられるわけではありませんが、各事業も前年踏襲の姿勢で

臨んでしまうと、魅力が半減してしまうように思います。毎回の会議も報告会という形式と

せず、委員と事務局が一緒にブレインストーミングができれば、良い事業が生まれるように

も思います。前回の会議では会議の運営方法を見直されていることを感じました。引き続

き、宜しくお願いします。 

 



報告・連絡（１）













報告・連絡（３）各種事業の実施結果について 

 

令和７年袖ケ浦市二十歳を祝う会実施結果 

 

 「生まれ育った郷土に感謝し、社会の一員として力強く生きる気持ちを持つ」という目

標を掲げ、袖ケ浦市二十歳を祝う会を開催した。市民会館・長浦交流センター・根形交流

センター・平岡交流センターの４会場に分かれて実施した結果は下記のとおりである。 

 

１．実施状況 

 昭和・蔵波・根形・平川地区は１月１２日（日）午前９時３０分から受付、１０時３０

分から式典。長浦は午後０時４５分から受付、午後１時３０分から式典。式典終了後は、

それぞれの会場で記念撮影やビデオレターなどの記念行事を実施し終了した。 

 

２．式典出席者   

 対 象 者 出 席 者 出席率

％ 

前回(R6) 

出席率％ 地  区 男 女 計 男 女 計 

昭和地区 134 82 216 88(13) 58(3) 146(16) 67.6 70.6 

長浦地区 56 54 110 43(9) 38(3) 81(12) 73.6 70.4 

蔵波地区 104 69 173 84(14) 54(2) 138(16) 79.8 68.0 

根形地区 28 27 55 21(3) 23(2) 44(5) 80.0 82.1 

平川地区 38 49 87 30(5) 40(7) 70(12) 80.5 80.0 

計 360 281 641 266(44) 213(17) 479(61) 74.7 72.1 

＊対象者は、11月1日時点で住民登録を有する者と、事前に出席の申込みのあった市外転

出者の合算とした 

＊出席者のカッコ内は市外転出者の出席数で内数 

 

５年間の推移 

 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

対象者数(人) ６７８ ６６５ ６２６ ６３７ ６３７ 

出席者数(人) ４８４ ３１８ ４８０ ４７１ ４５９ 

出席率(%) ７１．４ ４７．８ ７６．７ ７３．９ ７２．１ 

＊ 令和３年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により式典を中止した。 

＊ 令和３年の対象者数は、令和２年１１月２７日現在、住民登録されている対

象者の人数を示す。出席者数は、撮影スポットの利用者数を示す。 

 



３．記念行事 

各館で行われた記念行事の内容は次のとおりである。 

 【昭和地区】 

  会  場  市民会館 

  内  容  記念写真撮影、恩師からのメッセージ、スライドショー 

 

【長浦地区】 

  会  場  長浦交流センター 

  内  容  記念写真撮影、恩師からのビデオレター 

 

【蔵波地区】 

  会  場  長浦交流センター 

  内  容  記念写真撮影 

 

【根形地区】 

 会  場  根形交流センター 

  内  容  記念写真撮影、恩師からのビデオレター 

 

【平川地区】 

  会  場  平岡交流センター 

  内  容  記念写真撮影、恩師からのビデオレター 

 

４．その他の参加者 

地  区 
来  賓 

（実行委員は除く） 
実行委員 

職  員

（実行委員は除く） 
そ の 他 計 

昭和地区 １９ ７ ３ ６ ３５ 

長浦地区 ６ ７ ４ ２４ ４１ 

蔵波地区 １０ ６ ４ ２４ ４４ 

根形地区 ６ ８ ２ ８ ２４ 

平川地区 ９ １８ ５ １５ ４７ 

計 ５０ ４６ １８ ７７ １９１ 

※ 来賓には案内者（主催者）を含む。 

※ 実行委員には、二十歳の者を含まない。 

※ その他は、社会教育推進員、青少年相談員などの会場設営協力者 

 

５．記念品 

二十歳を祝う会担当者会議での検討の結果、ガウライラスト入り多機能ボールペンに

決定し、当日に配付を行った。 



６．まとめ（目標に対する結果） 

 「生まれ育った郷土に感謝し、社会の一員として力強く生きる気持ちを持つ」という目

標に対する結果は下記のとおりである。 

 

【昭和地区】 

受付自体は、滞りなく行うことができたが、ロビーやホワイエで参加者が談笑し、混雑

したため、適宜、大ホールへの誘導のアナウンスを行った。 

式典は、二十歳代表による進行のもと厳粛な雰囲気の中、実施できた。二十歳代表挨拶

では、家族や友人への感謝とこれから周囲の人とのつながりを大切にしながらどのような

状況にも向き合っていきたいと決意が語られた。 

記念行事は、大ホールにおいて、二十歳代表による企画と運営のもと小学校及び中学校

時代の恩師の登壇及びスライドショーを行った。恩師の方々がステージでお祝いのメッセ

ージを伝えると和やかな雰囲気に包まれた。その後のスライドショーでは、思い出の場面

を投影し、当時を振り返りながら懐かしむ会話が飛び交った。 

また、青少年相談員昭和支部が設置した撮影用パネルは、天候が不安定だったためホワ

イエ内に設置した。本人及びそのご家族が笑顔で撮影している姿がとても印象に残った。 

 

【長浦地区】 

 社会教育推進員や個人ボランティアの協力もあり、受付から開式までスムーズに行うこ

とができた。駐車場では青少年相談員の協力によりスムーズに滞りなく誘導が行われた。 

 開式前には隣席の方と談笑する姿が見られたが、開式後は私語もなく式は粛々と進み、

社会の一員としての自覚がうかがえた。また、二十歳代表挨拶は、多くの人に支えられた

感謝の気持ちと、責任と向上心を持って歩んでいく決意が語られ、心に響くものであった。 

 記念行事では、お世話になった恩師からのビデオレターを上映し、当時の思い出や二十

歳へのお祝いの言葉があり、温かく和やかな雰囲気に包まれた。 

 

【蔵波地区】 

 社会教育推進員や個人ボランティアの協力により、全体人数が多いものの開式前には全

員会場に入って着席し、式典は厳かに進んだ。 

 二十歳代表挨拶では高校受験期の経験から、「人のために優しさを届けられる人間にな

りたい」という思いについて語られるなど、温かみのある挨拶であった。 

 同窓会で時間をかけて恩師からのビデオレターを行うため、記念行事は記念写真撮影の

み行った。天候不順のため屋内に設置した撮影用パネルは好評で、開式前にも撮影する方

が多く、閉式後は退出がスムーズに行われた。全体的に落ち着いた式であった。 

 

 



【根形地区】 

受付は社会教育推進員等の協力もあり、スムーズに行うことができた。 

式典全体については、静かに主催者挨拶などを聴いており、厳粛な式となった。二十歳

代表挨拶は地域への感謝が伝わるものであり、式典中の新成人の姿に保護者等は成長を強

く実感されたと思う。式典終了後、会場内で根形地区にゆかりのある若者が企画・運営を

行っている「ねこまろ」の活動紹介を行った。“成人式の縁”で始まったねこまろの活動

に関心を持つことを期待する。 

記念行事では、出席いただいた恩師からの祝辞、中学校の卒業の記録ビデオを流し、交

流会および集合写真の撮影を行った。 

また、青少年相談員の協力により、例年の撮影用スポット設置に加えて今年はガウラと

ソデリーが登場し、笑顔で撮影している姿がとても印象に残った。 

第２回実行委員会議を当日に行い、実行委員から全体的にスムーズな進行や式典などで

の態度に対する賞賛が多くあった。全体として、二十歳を祝う会実行委員の準備や当日の

行動は好評であり、地域ぐるみ、根形のあたたかさを感じる二十歳を祝う会となった。 

 

【平川地区】 

平川交流センター体育室が雨漏りのため、平岡交流センター多目的ホールで開催した。

式典では、進行や二十歳代表挨拶などを担当した実行委員がそれぞれの役割を立派に果た

し、厳粛な雰囲気の中で進めることができた。 

記念行事はビデオレターと記念写真撮影を行った。ビデオレターは恩師の先生からのメ

ッセージを上映した。恩師の方々からは、学生時代の思い出や将来への励まし等様々なメ

ッセージが寄せられた。 

記念写真撮影は、移動の順番を整理し、女性のストールや手荷物置き場を設け、スムー

ズに撮影を行うことができた。 

記念写真撮影終了後の退場も、出口に用意した記念品を受け取ってから出るように誘導

し、滞りなく行うことができた。 

青少年相談員より提供いただいた撮影用パネルについては、雨のため屋外から屋内に予

定を変更し、多目的ホール後方に１枚と１階ロビーに２枚の計３枚を設置した。多くの方

の利用があり好評であった。 

多くの家族の皆様や地域の方々に見守られながら、厳かな式典と若者らしい希望溢れる

記念行事ができた。 














